
「きょうとSDGSネットワーク」「京都SDGSパートナー制度」について

京都市総合企画局総合政策室
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１ きょうとＳＤＧｓネットワークとは

令和4年3月28日発足、4月1日～運用開始
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令和4年7月～運用開始

「きょうとSDGsネットワーク」では、各種制度に応じた●印のメリットが受けられます。
※メリットは随時追加予定
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令和４年５月２７日～運用開始

２ 京都ＳＤＧｓパートナー制度とは
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募集開始からすでに７０の事業者・団体からの申請



京都ＳＤＧｓパートナー制度を活用し、ＳＤＧｓ経営への一歩へ

引用：マンガでわかるＳＤＧｓ（株式会社ＰＨＰエディターズ・グループ）

経営理念

ビジョン

戦略

戦術

経営理念に基づいてＳＤＧｓの視点
で取組を整理・評価し、再考する

実施している／これから実施する取
組をチェックリストで確認

SDGsに関する重点的な取組と文化や
地域活動に関する重点的な取組

2030年のSDGs達成に向けた
目指す姿と運営・事業方針

企業の目的や存在意義など企業を経営する上での長期的な理想概念

「理念」をより具体的にイメージ化しやすくしたもの

「ビジョン」を実現するための中期的な計画

「戦略」に基づき、具体的にどう活動するかという短期的な作戦
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★必ずチェックリストに取り組んでから申請をするようにしてください
申請時にチェックリストが作成されていない、送付漏れのケースが多く見受けられます



9https://eco.kyoto-u.ac.jp/sdgs/kyoto-times/partnership/

手順１：京都ＳＤＧｓパートナー制度のＷＥＢサイトにアクセスして
登録申請マニュアルを確認
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手順２：実施している/これから実施する取組を「チェックリスト」に記入

・既に取り組んでいること、これから取り組もうとしていることを記載してみてください
・全ての項目を埋める必要はありません
・独自にＳＤＧｓの達成に貢献する取組がある場合は、自由記載欄に記載してください



11

★経営理念（社是など）を基に
2030年に向けた方針として

より具体的にイメージ化しやすく
した内容を記載してください

当社は経営理念である「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」に
基づき行動し、地域社会とともに発展する。

人と自然と地域を大切に、地域に根差し、地域と繋がり、
地域とともに継承・発展していく。

エネルギー使用量の削減、及び再生可能エネルギーの利用率の向上を図る。
（節電や省電力機器等の導入、太陽光パネルの設置により、クリーンエネルギーを生む。）

社員参加型・社会貢献活動を推進する。
（区民運動会、子ども食堂の運営に参加）

真のワーク・ライフ・バランスを推進する。
（仕事と家庭の両立に向け、テレワークの実施や地域活動への積極的参加など、
様々な働き方ができるようにする。）

・京都の伝統産業とコラボレーションし、京都の魅力の発信にも努
める。
・企業として、地域清掃活動へ参加する。

・〇〇〇（経済団体）に参加し、SDGsの取組事例を共有すると
ともに、連携した取組を進める。

★2030年のＳＤＧｓ達成に向け

た目指す姿と運営・事業方針を
実現するための取組を具体的
な事例も挙げて記載してください。

★チェックリストで記載した取組
内容を参考にすると記載しやす
くなります。

入力フォームで
下書きをしてから
申請するようにすると
スムーズに行えます

記載見本

手順３：申請フォームに下書きし（社内等で意思決定）、本申請（電子申請）へ
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登録証の見本

電子申請の際に記載していた
だいた内容が、そのまま記載
されるようになっています。

簡潔に分かりやすい表現にし
ていただくと登録証としての出
来上がりも分かりやすいもの
になります。

電子申請でいただいた内容は

事務局にて誤字・脱字のチェッ
クや記載内容について確認を
行います。

その際に、調整が必要な箇所
についてはご連絡をさせてい
ただくことがあります。



13

登録証の一例
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